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ス ギ 
牧  幸 男   

スギは、日本人にとって最も親しみやすい常緑の大高木で、世界に誇ることができる特産品である。杉の分布は札幌付近を北限とし、
屋久島が南限であるが、北海道札幌付近の杉は植林によるものと言われている。杉は、湿気が多く、有機物に富む肥沃な土壌の谷筋や斜
面、更に人家の近くや川の流域、山裾などに生育、あるいは植林されている。常緑の杉はスギ科の大木で、真っ直ぐな幹が直立し、枝や
葉が密に着き、高さ45ｍ、直径2ｍにもなる。花は早春に開き、雄花は枝の端に群生し、雌花は端につく。初夏になり新葉が生育するに
つれ、古い葉は一連ずつ房のまま落葉する特徴がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
わが国特産の植物で利用価値が広いことから、昔から日本人の生活になくては

ならない用材であった。『日本書紀』（720）には「素戔嗚尊・・・髭
ひ

髯
げ

を抜きて散
つ、すなわち杉に成る。また、胸の毛を抜き散つ、是、檜に成る。・・・眉の毛は
是橡樟

く す

になる。己
すで

にして粗の用いるべきものを定む、乃ち称して曰く、杉及び橡
樟、この両の樹は以て浮

うき

宝
たから

（船）とすべし、・・・」と記述があり、日本の重要
な用材であったことが分かる。その他、身近な建材や神社の境内に繁る杉、並木で

 
杉は、

に、神の息吹を感じたのであろう。また、杉にまつわる物語のひとつに、東大寺二
月堂前にある「良弁杉」の話は有名である。滋賀県で生まれた良弁が大鷲にさらわ
れ、この杉の洞中に運ばれたのを義

ぎ

淵
えん

僧
そう

正
しょう

神として祀られた。良弁僧正が発見された杉の木は、誰いうとなく「良弁杉」と呼ば
れるようになった物語である。境内のこの杉を尋ねると物語にふさわしいような感じ
がした。解説書によると、当時推測樹齢400年とあるが、良弁僧正の生涯（698
773）とは年代が合わないが、何代目か杉と考えるべきだろう。 

しかし、最近の杉は、杉花粉ですっかり嫌われるようになった感じがし、杉と聞く

病」となり、2024年には経済損失が4,000億円を超える可能生があると推測してい
る。政府は、発生源となる杉を伐採し、利活用の促進を中心に施策を進める方針を示

日光街道の杉並木 

スギの花 



している。特に、杉材の需要を底上げし、伐採を進め伐採後に花粉被害の少ない品種に植え替えるよう考えている。 
杉は、山林樹木の中で地位が高く、造園用としても親しまれている植物である。雌雄同株で花は春に開き、雄花は米粒大で枝の端に群

生、雌花は緑色小球形で小枝の先につく。初夏になり新葉が生育するにつれ、古い葉を一連ずつ房のまま落葉する特徴がある。秋になる
と雌花の球実は成熟しこげ茶色となり、鱗片がはじけて種子を放出する。様々 な変種が存在し、主なものは猿猴

えんこう

る）、綴化
てっか

広葉
こうよう

杉
ざん

（葉が硬い）等が生育している。 
杉は『万葉集』（629 759編纂）には12首詠われている。内容は神との関係を詠んでいるものが多い。詩歌の対象になるのは、古い

時代からである。  
うまさけを 三輪の祝

はふり

が 齊
い は

ふ杉 手
て

触
ふ れ

れし罪か 君に逢ひがたき  丹
た

羽
にわの

大女
おほめの

娘子
お と め

 

根際より 幹を伝ひて 大杉の 梢にようやく 目は及びたり  尾上紫舟 

日日好日 杉の実 ほしてあり   石井露月 

杉落葉 ひしと抱きあふ 石仏   三宅応人 
 
植物名は、牧野富太郎博士は「幹が直立していることによる。即ち、す（直）き（木）、又すくすくと立つ木の意味とも言われる。古く

はマキ、槇、槙と呼ばれていたが、マキは良い木、立派な木のことである。漢名は日本柳杉、杉は広葉杉のことである。変種に柔
じゅう

杉
すぎ

（葉がやわらかくて刺さない）、叢
むれ

杉
すぎ

（幹が根元から分れて傾いて立っている）がある。」と述べている。又、 『古事記伝』（江
神代七之巻にて、杉は傍らにはびこらず上へ進み上る木として「進

すす

木
ぎ

」が語源と考えられている。別名は沙
しゃ

木
ぼく

、檠
けい

木
ぼく

、孔雀松、
椙
すぎ

などがある。 
学名は、Cyptomeria japonicaで、属名はcrypto(隠れた)とmeris(部分)の合成語であるが意味不明、種小名は日本に産する意味であ

る。 
薬用は、漢方では使わないが、生薬名を「杉

さん

脂
し

」と呼び、ひびや、かぎれ、肩こり、筋肉痛などの緩和や硬膏の原料等に利用してい
る。その他、殺虫・防虫（防蟻、ゴキブリ）の効果もあるようだ。また、杉脂を和紙に伸ばして肩こりや五十肩の箇所に貼付して使う。 

特殊な使用例として「杉玉」使用がある。杉には特有の香りがあるので、酒樽や鮭桶に芳醇な香りを付けるために以前からよく使われ
ていた。一説では、このために杉の植林が始められたとも言われている。杉玉の風習は、崇

す

神
じん

天皇（第10代の天皇で、治世時期は3世
4世紀前半）の時代酒屋の印として大和三輪の神杉の助けを借りて。一夜のうちに

美酒を造ったという故事にちなんだ飾りと言われている。今日でも新酒の完成を知らせる目
印や、酒造りの神様への感謝を伝える行事となっている。 

木材としては、恐らく材が太く真っ直ぐで割りやすく手強
く、加工しやすかったからであろう。現在でも普通の木造家屋
の基幹材であることは変わりがない。但し、縦の衝撃に強い
が、曲げに弱い。家の梁

はり

と言った横架材にはあまり使われてな
い。しかし、電柱や建材、桶や箱の用材として古くから使用し
てきた。白く美しい杉材の人気は高く、木目が通っているので
建材、桶、箱などに広く使われている。樹皮は屋根

や ね

葺
ぶき

材とし
て、葉は線香や抹香

まっこう

の原料として用いている。 
花言葉は、「雄大」「堅固」「堅実」「貴方のために生きる」で

ある。 
 
 
 

杉玉（松本市内） 

紀元杉は、推定樹齢 3000 年 
高さ 19.5ｍ、幹周りは 8.1ｍ→ 


